






PROGRAM NOTES ｜曲目解説

J.P.スーザ作曲
海を越える握手
J.P.スーザ（1854-1932）はアメリカの作曲家・指揮者。「星条旗よ永遠なれ」や「美中の美」など生涯にわたりマーチ（行進曲）を
100曲以上も作曲し「マーチの王様」と呼ばれた。吹奏楽経験者であれば必ず一度はスーザの曲を演奏する機会があるほど、吹奏
楽愛好者にとっては親しみのある作曲家だ。今回演奏する「海を越える握手」は1900年のパリ万国博覧会のために作曲された。
もともとは1898年のアメリカとスペインの戦争の際、イギリス海軍がアメリカの支援にかけつけてくれた事にスーザが心をうたれ
たことや、ある戯曲の言葉「ある考えがわたしの心にひらめいた…永遠の友情を約束しよう」という一節にインスピレーションを得
たと言われているが、現在では海外親善やさまざまな国際的イベントでもしばしば演奏されている。本日はここ下関、海峡の街から
海を超えて羽ばたく「若い芽ウインド・オーケストラ」の若 し々い熱い気持ちを音に乗せてお届けする。

G.ホルスト作曲
吹奏楽のための第二組曲 ヘ長調
G.ホルスト（1874-1934）はイギリスの作曲家・教育者で、最もよく知られる作品はオーケストラ編成で演奏される組曲『惑星』で
ある。2024年はホルスト生誕150年・没後90年にあたるメモリアル・イヤーで、多くの楽団でホルストの作品が演奏される1年に
なるだろう。今回演奏する「吹奏楽のための第二組曲 ヘ長調」はR.V.ウィリアムズの「イギリス民謡組曲」、P.グレインジャーの「リン
カーシャーの花束」などと共に、吹奏楽のジャンルにおける古典的なレパートリーとして重要な位置を占めている。各楽章はそれぞ
れイギリスの古い民謡や舞曲などに基づいて作曲されており、親しみのある旋律が多く登場する。

第一楽章の「マーチ」では、"Glorishers"、"Swansea Town"、"Sea Shanty"、"Claudy Banks"の４つの旋律が用いられており、
三部形式で展開していく。冒頭部分は低音楽器によるヘ長調の音階のモチーフではじまり、その後ユーフォニアムによる印象的な
ソロが奏でられる。第二楽章の「無言歌」は"I'll love my love"の旋律が使用され、クラリネット・ソロによってモチーフを提示、各楽
器に受け継がれていき、独特な美しい響きが魅力な楽章。第三楽章の「鍛冶屋の歌」ではその名の通り"Song of the Black-
smith"が使用されているが、ホルスト自身が作曲した無伴奏合唱のための曲が、ほぼそのまま転用されている。打楽器にアンヴィ
ルという楽器が用いられ、鍛冶屋の槌打つ音が鳴り響くので、そのあたりにもご注目いただきたい。第四楽章「ダーガソンによる幻
想曲」では"Dargason"と呼ばれる8小節の循環旋律が終始演奏され、後半部分には有名な「グリーンスリーブス」のメロディが対
旋律として登場し、クライマックスを見せた後、終結部分は吹奏楽で使われる一番小さな管楽器「ピッコロ」と、一番大きな管楽
器「チューバ」の掛け合いが奏でられるのもこの曲ならではの特徴である。

真島 俊夫 編曲
あの日聞いた歌
誰もが知っている日本の愛唱歌を真島俊夫(1949-2016)がメドレーとして編曲した作品。大阪市音楽団(現：オオサカ・シオン・ウ
インド・オーケストラ)のCD「POP STAGE」シリーズに収録された作品としても、吹奏楽ファンには馴染みのある曲である。メドレー
は6つの曲で構成され、故郷／岡野 貞一、浜辺の歌／成田 為三、椰子の実／大中 寅二、赤とんぼ／山田 耕筰、春の小川／岡野 
貞一、花／滝 廉太郎 が順番に登場する。さまざまな楽器がメロディを担当するので、音色の変化もこの曲の聴きどころの一つであ
る。ぜひ童心にかえった気持ちで耳を傾けていただきたい。
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Kentaro Kawada ｜川田 健太郎 [ピアノ・指揮]

東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校卒業後、ロームミュージックファンデーション海外派遣奨学生としてチャイコフスキー記念国立モスクワ音楽院本科を卒業。第14回かながわ音楽コンクール第1位、第1回青少年盛岡国際ピアノコンクール第3位、第4回東京音楽コンクール第3位、第15回ラフマニノフ国際ピアノコンクールファイナリスト等受賞。これまでにソリストとして、東京フィルハーモニー交響楽団、東京ニューシティ管弦楽団、神奈川フィルハーモニー管弦楽団、仙台フィルハーモニー管弦楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団、大阪フィルハーモニー交響楽団、大阪交響楽団、九州交響楽団など、日本の主要なオーケストラと数多く共演している。活動の場は幅広く、映画「のだめカンタービレ最終楽章」、日本テレビ系金曜ロー劇楽音ーニォフンシ作原陸田恩、」ーナトーパ・イバッグ 世3ンパル「!WOHSド「蜜蜂と遠雷～ひかりを聴け～」をはじめ、CM、ドラマ、アニメ、舞台など様々な音楽シーンで活躍。近年ではフィギュアスケートの羽生結弦東京ドーム単独アイスショー「GIFT」ではソロピアニストを担当し、その模様はディズニー公式動画配信サービス「ディズニー+」にて全世界に配信された。2024年NHK大河ドラマ「光る君へ」にて劇伴音楽でのピアノを担当。これまでの活動に対して愛知県知事より令和3年度愛知県芸術文化選奨文化新人賞を授与される。「NPO法人 芸術・文化 若い芽を育てる会」理事。現在、名古屋芸術大学准教授。

Greetings for you ｜みなさまへのメッセージ

本日はNPO法人 芸術・文化 若い芽を育てる会発足15周年記念スペシャルコンサートの御開催誠におめでとう御座います。20歳そこそこの若かりし頃、下関でソロリサイタルをさせて頂いたご縁から、早２０年近い年月が経ってしまい自分自身が驚いています。この年月の年輪を沢山の下関の皆様と重ねながら本日を迎えるに至った事に、何とも言葉では言い表せない気持ちでいっぱいです。下関の皆様が何も無いところから種蒔きをし、ぽつりぽつりと芽吹きを共に喜び、今や本当に素晴らしい才能あふれる芸術家が若い芽を育てる会から世界中で活躍している事を嬉しく思います。「0を1にする」事の大切さをこの会の皆様から教わりました。弾き振りなんて大それた事はピアニストとしては難しいですが、今日というこの日を存分に共演者、お客様の皆様と楽しみ、特別な日にしたいと思います。どうぞ、ごゆっくりと思い思いの聴き方で音楽をお楽しみ頂けたら幸いです。
川田 健太郎





PROFILES of Wakaime Artists ｜若い芽出身アーティスト プロフィール

木村 鳳雅 - Fuga Kimura (きむら ふうが)  [Alto Saxophone]
12歳(中学1年生)から吹奏楽部でサックスを始める。本年3月山口県立豊浦高等学校卒業。これまでに、若い芽を育てる会第14回選考会最終審査 オーディエンス賞・スポンサー賞､第40回中国ユース音楽コンクール 優秀賞､第25回記念九州音楽コンクール審査員賞､第51回・第52回下関市ソロコンテスト2年連続での最優秀賞の受賞の他、Ototsumugi Saxophone Ensembleのメンバーとして秋吉台芸術村フェスティバル､秋吉台国際芸術村ピカソプロジェクト主催「まほろば花衣」､啼鵬に学ぶピアソラ、啼鵬のしらべをはじめとする多くのコンサートに出演している。
◉みなさまへのメッセージ◉

本日は当コンサートへお越し頂きありがとうございます。そして、当コンサートへ出演させていただけますことを、若い芽を育てる会の皆様をはじめ、支えてくださる多くの方々へ感謝いたします。私はこの地「下関」で生まれ育ちました。4月からはこの地を離れて上京いたします。これまでの下関への感謝の気持ちを込めて演奏いたします。今宵、一夜限りの演奏会をお楽しみください。

中谷 弘志 - Hiroshi Nakatani (なかたに ひろし)  [Soprano & Alto Saxophone]
防府市出身。上野学園大学短期大学部から大学部に編入し両学部共に卒業演奏会に出演。2013年ヤマハ管楽器新人演奏会に出演。これまでに、サクソフォンを甲斐尚美、彦坂眞一郎、松原孝政各氏に師事。現在関東を中心に在京のオーケストラのエキストラ、イベント演奏、自主コンサートなど行う。クロレ四重奏団として横浜市旭区民文化センターサンハート、横浜市泉区民文化センターテアトルフォンテ、鶴見区民文化センターサルビアホール、川越市人材発掘オーディションなど各オーディションに合格し登録アーティストとして活動中。音楽教室の講師を務める他、小中高の吹奏楽など指導活動も多岐に渡る。品川学藝高等学校サクソフォン臨時講師。桜美林大学サクソフォン臨時講師。クロレ四重奏団、ヴァリオサクソフォンカルテット、風の旅合奏団、アットホームウインズ各所属。
◉みなさまへのメッセージ◉

この度はこの様な素敵なコンサートに出演させていただき大変嬉しく思っております。若い芽を育てる会様をはじめ、沢山の方に感謝の気持ちでいっぱいです。地元である山口県で演奏できる贅沢を噛み締めて今日1日を楽しみたいと思います。今回は母校である上野学園大学で非常勤講師をされていた川田健太郎先生とご一緒させて頂けるということでお話しを頂いた時から楽しみにしておりました。本番を噛み締めながら皆様に感動がお届け出来るよう心を込めて演奏いたします。

弘中 優大 - Yudai Hironaka (ひろなか ゆうだい)  [Euphonium]
下関市立安岡中学校、山口県立長府高等学校を経て、国立音楽大学卒業。卒業時に同大学卒業演奏会、ヤマハ新人演奏会に出演。米国・アーカンソー大学大学院修士課程修了。UARK Concerto & Aria Competition 第1位。NPO 法人 芸術・文化 若い芽を育てる会 第6回オーディション スポンサー賞受賞。第32回・第35回レオナード・ファルコーニ国際コンクール セミファイナリスト。これまでにユーフォニアムを三浦徹、長谷川公彦、Dr.齋藤充、Dr.ベンジャミン・ピアスの各氏に師事。2016年に日本帰国後、北九州・福岡・下関を中心に演奏活動、指導活動を展開している。2017年には自身発案の個人教則本「Ideas for Warm-Up」をウィンズスコア社より発売。2023年6月にはアメリカ・アリゾナ州で開催された国際テューバ・ユーフォニアム協会の50周年記念大会にゲスト・アーティストとして出演。海響ベーストライブ主宰。アンサンブル・フィロスメンバー。平成音楽大学、福岡第一高等学校音楽科各講師。日本ユーフォニアム・テューバ協会理事。ウィルソン・ユーフォニアム・アーティスト。
◉みなさまへのメッセージ◉

若い芽を育てる会とご縁をいただいて約10年。今では事務局のお手伝いにも関わらせていただき、今回も企画・運営を任されました。若い芽の活動を通して、音楽のみならずたくさんの素敵な方 と々のご縁をいただき感謝しております！そして、今夜はふるさと下関でこのような演奏会を開催でき、そして日頃応援してくださってる方々の前で演奏できて幸せです。今後も「音楽は誠意！」という言葉を忘れずに、精進してまいります。これからも暖かく見守ってくださると嬉しいです。今夜はどうぞお楽しみください♪





PROFILES ｜若い芽ウインド・オーケストラ メンバー プロフィール

花元 百歌 - Momoka Hanamoto (はなもと ももか)  [Piccolo]
福岡県飯塚市出身。洗足学園音楽大学管楽器コース卒業。これまでにフルートを須藤瑛里子、菅原潤、永田明の各氏に師事。室内楽を酒井秀明、山根公男の各氏に師事。ウルフ＝ディーター・シャーフ氏のマスタークラスを受講。現在、北九州市消防音楽隊にて活動するとともに、中学・高校・音楽教室にて後進の指導を行う。

柴田 楓 - Kaede Shibata (しばた かえで)  [Flute]
長崎県佐世保市出身。 大分県立芸術文化短期大学卒業、同大学専攻科修了。 それぞれ優秀な成績を収め、卒業演奏会、修了演奏会に出演。第56回北九州芸術祭クラシックコンクールにて奨励賞を受賞、第26回宮日音楽コンクールにて優良賞受賞。 これまでにフルートを下田雄二、永野伶実の各氏に師事。 現在、北九州市消防音楽隊に所属し活動する傍ら、中学校、高校にて後進の指導も行う。松田楽器フルート講師。

澤井 波音 - Hanon Sawai (さわい はのん)  [Flute]
山口県出身。山口県立防府西高校、エリザベト音楽大学を卒業。第22回"万里の長城杯"国際音楽コンクール アンサンブル部門 第4位。第23回"万里の長城杯"国際音楽コンクール 管楽器部門 大学の部 優秀賞。エリザベト音楽大学卒業演奏会出演。YAMAHA管楽器新人演奏会出演。今までにフルートを熊谷美保、甲斐雅之の各師に師事。

古川 裕貴 - Yuki Furukawa (ふるかわ ゆうき)  [Fagott]
くらしき作陽大学 音楽学部 教育音楽学科 吹奏楽指導専修を首席で卒業。同大学 音楽専攻科 首席で修了。
これまでにチューバを長谷川公彦、故 松下晃一、佐藤和彦の各氏に師事。フルートを枡田真弥子、クラリネットを林原郁雄、ファゴットを柳浦慎史、コントラバスを渡辺彰考、打楽器を生乃久法、吹奏楽指導法を保科 洋、林原郁雄、作・編曲法を上岡洋一の各氏に師事。日本ウインドアンサンブル《桃太郎バンド》Tuba奏者兼multiplayer。

本濱 寿明 - Nobuaki Motohama (もとはま のぶあき)  [E♭Clarinet & B♭Clarinet]
兵庫県淡路島出身。国立音楽大学を卒業。ダーティントン国際音楽サマースクール(イギリス)に2013に特待生として参加。
第７回ルーマニア国際音楽コンクール管楽器部門第１位、第１２回秋吉台音楽コンクール室内楽(2重奏)部門第１位及び山口県知事賞などを受賞。これまでに大阪センチュリー交響楽団、ポーランド放送室内合奏団と共演。2019年シンガポール交響楽団客演奏者オーディション合格。現在、北九州市消防音楽隊に在籍、ヤマハ管楽器テクニカルアカデミー講師。

大倉 理嘉 - Rika Okura (おおくら りか)  [B♭Clarinet]
大分県出身。洗足学園音楽大学卒業。在学中、選抜特待生に選ばれる。2009年第6回クラリネットアンサンブルコンクール一般の部C部門において最高位を受賞。2011年第2回おおいた新人演奏会出演。これまでにクラリネットを小倉清澄、関口仁、室内楽を荻原清次、千葉直師の各氏に師事。北九州市消防音楽隊を経て、現在フリー奏者として活動中。九州クラリネットハーモニーメンバー。














